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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室（（人人文文社社会会科科学学系系）） 

研研究究タタイイトトルル：：  

「技術英語及び英語文学を通しての地域貢献」 

 

氏氏名名：：      原原口口治治／／HHAARRAAGGUUCCHHII  OOssaammuu  EE--mmaaiill：：  oossaammuuhh@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  修修士士（（文文学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
日日本本英英文文学学会会，，日日本本ロロレレンンスス協協会会，，テテククスストト研研究究学学会会，，日日本本英英文文学学会会

中中部部支支部部，，日日本本高高専専学学会会  

キキーーワワーードド：：  英英語語，，イイギギリリスス文文学学，，イイギギリリスス文文化化，，技技術術英英語語  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  

・・  

  

 
研研究究内内容容：：    

 
 
【【「「イインンググラランンドドららししささ」」ののイイデデオオロロギギーーににつついいてて】】    

「「イインンググラランンドドららししささ」」ののイイデデオオロロギギーーににつついいてて，，エエドドウウォォーードド朝朝文文学学をを中中心心にに研研究究ししてていいまますす。。ここれれままでで主主にに，，DD..HH..ロロ

レレンンススとと EE．．MM．．フフォォーーススタターーのの「「イインンググラランンドド人人ととししててのの意意識識((＝＝  ""EEnngglliisshhnneessss""))」」をを実実生生活活とと作作品品のの双双方方かからら研研究究しし

ててききままししたた。。ケケンンブブリリッッジジ大大学学ででのの各各種種調調査査（（平平成成１１５５年年度度文文科科省省在在外外研研究究員員・・若若手手１１２２ヶヶ月月））等等のの研研究究成成果果をを学学会会

発発表表やや論論文文等等でで公公表表ししてておおりりまますす。。平平成成２２５５年年度度はは共共著著書書のの出出版版にに向向けけててのの各各種種研研究究にに主主従従事事すするる予予定定でですす。。  

  

「「主主要要研研究究成成果果」」  

翻翻訳訳..  吉吉村村宏宏一一他他編編訳訳..  『『DD..HH..ロロレレンンスス書書簡簡集集ⅦⅦ』』..  東東京京::  松松伯伯社社,,  22001133..  

  

  

【【技技術術英英語語教教育育モモデデルル構構築築】】  

国国際際的的技技術術者者にに必必要要ととさされれるる英英語語教教育育カカリリキキュュララムムのの構構築築とと実実施施にに関関すするる研研究究をを，，本本校校専専攻攻科科英英語語教教育育をを中中心心にに

行行ななっってていいまますす。。ここれれとと並並行行ししてて，，企企業業でで必必要要ととさされれるる一一般般的的なな技技術術英英語語教教育育全全般般ににつついいててもも，，科科学学研研究究費費受受入入

のの下下，，各各種種研研究究やや実実地地調調査査をを含含めめてて，，今今後後ささららにに研研究究展展開開すするる計計画画でですす。。  

  

「「主主要要研研究究成成果果」」  

著著書書..  原原口口治治他他編編著著..  『『自自然然科科学学をを読読むむ：：過過去去・・現現在在・・未未来来――工工業業英英検検対対応応――』』..  東東京京::  朝朝日日出出版版,,  22001122..  

  

  

【【英英語語文文学学おおよよびび文文化化研研究究をを通通ししててのの地地域域貢貢献献ののあありりかかたた】】  

福福井井県県やや鯖鯖江江市市をを中中心心にに各各種種のの地地域域貢貢献献をを展展開開ししてておおりりまますす。。  

県県レレヴヴェェルルでではは，，平平成成 2255 年年度度福福井井県県大大学学連連携携リリーーググ連連携携研研究究推推進進事事業業補補助助金金受受入入のの下下でで，，今今後後研研究究展展開開すす

るる計計画画でですす。。鯖鯖江江市市ににおおいいててはは，，鯖鯖江江市市高高年年大大学学でで，，英英語語にに関関すするる新新特特別別講講座座開開講講をを中中心心にに，，地地域域貢貢献献ののあありりかか

たたににつついいてて研研究究展展開開すするる計計画画でですす。。以以上上のの実実践践的的なな地地域域貢貢献献をを多多角角的的にに考考察察しし，，今今後後，，論論文文やや口口頭頭発発表表のの形形でで，，

研研究究成成果果をを公公表表すするる予予定定でですす。。そそのの他他，，上上記記のの研研究究テテーーママ【【技技術術英英語語教教育育モモデデルル構構築築】】ももごご参参照照くくだだささいい。。  
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